
次
号
は
４
月
２７
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

「わ
く
わ
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」出
店
者
募
集

来
月
１９
日

小
幡
緑
地
本
園
の
芝
生
広
場
で

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

志段味古墳群の出土品など展示

地
域
住
民
ら
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況

早
川
さ
ん
夫
妻
に
感
謝
状

火
災
被
害
を
通
報
と
初
期
消
火
で
最
小
限
に

守 山

消防署

区
の
盛
り
上
げ
に
貢
献
し
区
長
感
謝
状

国
府
宮
は
だ
か
祭
「守
山
区
奉
賛
会
」へ

２００
日
間
自
転
車
無
事
故
無
違
反
ラ
リ
ー

達
成
し
た
１０
校
を
表
彰

展
覧
会
「ロ
イ
ヤ
ル

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

の
ア
ー
ル
・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」

�日から
開催

２９
日
「レ
ン
ゲ
と
ハ
チ
ミ
ツ

春
を
満
喫
」

下
志
段
味
真
光
寺
の
集
合
農
地
で
参
加
無
料

                     

                     

                     

多
く
の
人
で
毎
回
に
ぎ
わ
う
「わ
く

わ
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（昨
年
）

　
中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合

会
は
五
月
十
九
日
（
日
）
、
毎

年
恒
例
の
「
わ
く
わ
く
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
小
幡
緑
地
本

園
の
芝
生
広
場
で
開
催
。
出
店

者
（
プ
ロ
・
セ
ミ
プ
ロ
を
除

く
）
を
募
集
し
て
い
る
。

　
各
販
売
店
に
よ
る
古
紙
回
収

を
は
じ
め
、
学
区
・
集
団
資
源

回
収
へ
の
協
力
な
ど
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
同

会
が
、
読
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

も
催
す
も
の
。
午
前
十
時
―
午

後
二
時
、
雨
天
順
延
（
六
月
二

日
）
。
出
店
は
無
料
、
八
十
店

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
申
し
込
み
は
、
は
が
き
か
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
。
は
が
き
は
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
携
帯

電
話
番
号
（
中
止
な
ど
緊
急
連

絡
用
）
、
出
店
品
（
飲
食
物
や

生
き
物
は
不
可
）
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
中
日
総
合
サ

ー
ビ
ス
守
山
営
業
所
「
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
窓
口
」
係
へ
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
同
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
中
日
も
り
や

ま
」
で
検
索
、
ま
た
は
左
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）
の
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
。

　
と
も
に
四
月
二
十
日
（
土
、

必
着
）
締
め
切
り
、
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に
は

四
月
二
十
六
日
ご
ろ
ま
で
に
通

知
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
「
わ
く
わ
く

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
窓
口
店

の
内
田
新
聞
店
（
喜
多
山
専
売

店
）
＝
☎
０
５
２
（
７
９
５
）

１
９
０
５

（
平
日
、

午
前
十
時

―
午
後
六

時
）＝
へ
。

オープニングセレモニーには河村市長
（中央）も訪れてテープカット（�日）

ＳＨＩＤＡＭＵのお披露目に多く
の関係者らが集まった（�日）

感謝状を手にした早川さ
んと贈呈式の出席者ら

感謝状を手に森会長（中
央）と石川公副会長

各
校
の
生
徒
代
表
へ
里
見
署
長

か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た

ロイヤルコペンハーゲン《釉下彩眠り猫》
１８９８｜１９２２年　塩川コレクション

レンゲ畑で思い思いに
過ごす家族連れ（昨年）

　
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
レ
ン
ゲ
と

ハ
チ
ミ
ツ
　
春
を
満
喫
」
が
二

十
九
日
（
月
・
祝
）
午
前
九
時

半
―
同
十
一
時
半
、
下
志
段
味

真
光
寺
の
集
合
農
地
で
開
か
れ

る
。
参
加
無
料
。

　
区
役
所
農
政
課
が
地
元
農
家

の
協
力
を
得
て
、
毎
年
こ
の
時

期
開
催
。
農
業
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、
間
も
な
く
稲

作
が
始
ま
る
田
ん
ぼ
を
特
別
に

開
放
す
る
も
の
。

　
レ
ン
ゲ
の
花
摘
み
や
花
輪
作

り
、
蜂
蜜
搾
り
と
い
っ
た
体
験

の
ほ
か
、
地
元
農
家
と
の
触
れ

合
い
も
楽
し
め
る
。
集
合
農
地

へ
は
「
志
段
味
中
学
校
西
」
交

差
点
を
春
日
井
方
面
へ
進
み
、

一
つ
目
の
信
号
を
右
折
。

　
田
ん
ぼ
に
入
る
人
は
、
汚
れ

て
も
い
い
服
装
と
靴
で
参
加
。

同
課
は
「
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交

通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
雨
天
中
止
。
開
催
の
有
無

は
、
当
日
の
午
前
八
時
以
降

「
名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ

ル
」
＝
☎
０
５
２
（
９
５
３
）

７
５
８
４
＝
で
。
問
い
合
わ
せ

は
区
役
所
農
政
課
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
５
１
＝
へ
。

　
志
段
味
古
墳
群
の
出
土
品
な
ど
を
展
示
す
る
「
体
感
�
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
（
愛
称

＝
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｕ
・
し
だ
み
ゅ
ー
）
が
一
日
、
上
志
段
味
前
山
一
三
六
七
に
開
館
し
、
長
く
整
備

が
続
け
ら
れ
て
き
た
「
歴
史
の
里
し
だ
み
古
墳
群
」
は
フ
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。
施
設
と
展
示
物

を
披
露
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
先
月
三
十
・
三
十
一
日
に
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
地
域
住

民
や
関
係
者
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
三
十
七
年
ぶ
り
の
事
業
―
。

国
府
宮
は
だ
か
祭
（
二
月
十
七

日
）
の
大
鏡
餅
奉
納
に
協
力
し

た
「
名
古
屋
市
守
山
区
奉
賛

会
」
へ
先
月
十
五
日
、
守
山
区

を
盛
り
上
げ
た
と
し
て
区
長
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

お
お
く
に
た
ま

　
尾
張
大
國
霊
神
社
（
国
府

宮
）
＝
稲
沢
市
＝
の
「
は
だ
か

祭
」
は
、
愛
知
県
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
祭
事
。

ま
た
、
大
鏡
餅
奉
納
は
尾
張
地

方
の
各
地
が
毎
年
交
代
し
な
が

ら
担
当
し
て
お
り
、
守
山
区
か

ら
は
三
十
七
年
ぶ
り
。

　
昨
年
五
月
の
設
立
総
会
以

降
、
十
六
の
事
業
部
会
に
分
か

れ
て
準
備
を
進
め
て
き
た
同
奉

賛
会
。
多
く
の
人
が
参
加
・
支

援
す
る
餅
つ
き
や
区
内
パ
レ
ー

ド
な
ど
大
鏡
餅
奉
納
を
担
う
事

業
を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
や
区
の
Ｐ
Ｒ

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
感
謝
状
贈
呈
式
は
区
役
所
＝

小
幡
一
＝
区
長
室
で
行
わ
れ
、

同
奉
賛
会
か
ら
は
会
長
の
森
藤

左
エ
門
さ
ん
を
は
じ
め
四
人
が

出
席
。
柴
田
久
司
区
長
が
感
謝

状
を
読
み
上
げ
、
森
会
長
へ
と

手
渡
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
た
こ
と

に
つ
い
て
「
奉
納
を
終
え

た
い
ま
、
多
く
の
方
々
へ

の
感
謝
し
か
な
い
」
と
森

会
長
。
ま
た
「
設
立
の
時

に
皆
さ
ん
と
誓
っ
た
『
オ

ー
ル
守
山
で
、
よ
り
一
層

守

山

を

元

気

に

し

た

い
』
。
こ
の
思
い
が
結
実

し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
も
話
し
て
い
た
。

　
守
山
消
防
署
（
片
山
哲
旨
署

長
）
＝
西
新
＝
は
先
月
二
十
六

日
、
西
城
一
地
内
の
火
災
被
害

を
１
１
９
番
通
報
と
初
期
消
火

で
最
小
限
に
と
ど
め
た
早
川
昇

さ
ん
�
�
・
友
紀
さ
ん
�
�
夫

妻
＝
西
島
町
＝
に
感
謝
状
を
贈

っ
た
。

　
二
月
二
十
三
日
の
午
後
二
時

半
ご
ろ
、
昇
さ
ん
の
実
家
に
集

ま
っ
て
い
た
早
川
さ
ん
一
家
が

帰
宅
し
よ
う
と
外
へ
出
た
際
、

友
紀
さ
ん
が
隣
の
家
の
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
が
燃
え
て
い
る
の
を
発

見
。
昇
さ
ん
に
す
ぐ
知
ら
せ
る

と
と
も
に
、
携
帯
電
話
で
１
１

９
番
通
報
を
し
た
と
い
う
。

　
一
方
、
昇
さ
ん
は
火
元
の
そ

ば
に
水
道
栓
と
バ
ケ
ツ
三
個
を

見
つ
け
、
初
期
消
火
を
開
始
。

消
防
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
約

十
分
間
、
水
を
掛
け
続
け
た
。

ま
た
娘
の
美
咲
さ
ん
�
�
も
ホ

ー
ス
を
手
で
持
ち
、
バ
ケ
ツ
へ

の
水
く
み
を
手
伝
っ
た
。

　
消
防
隊
到
着
時
に
は
ほ
ぼ
鎮

火
し
て
お
り
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
の
一
部
が
燃
え
た
状
態
。

火
災
の
原
因
は
不
明
で
、
火

元
の
住
民
は
外
出
中
だ
っ

た
。

　
「
周
り
に
は
知
り
合
い
が

い
っ
ぱ
い
。
家
が
燃
え
な
く

て
よ
か
っ
た
」
と
昇
さ
ん
。

「
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
（
火

の
）
怖
さ
を
感
じ
た
」
と
も

話
し
、
当
時
を
振
り
返
っ
て

い
た
。

　
展
覧
会
「
ロ
イ
ヤ
ル

コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
」
（
中
日
新
聞
社
共

催
）
が
四
月
二
十
日
（
土
）
か

ら
八
月
二
十
五
日
（
日
）
ま

で
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
美
術

館
＝
東
区
葵
一
＝
で
開
か
れ

る
。

　
一
七
七
五
年
、
デ
ン
マ
ー
ク

王
立
磁
器
工
場
と
し
て
創
立
さ

れ
た
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
は
、
日
本
で
も
人
気
が
高
い

陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
。
十
九
世
紀

末
に
は
、
顔
料
で
描
い
た
絵
の

上
に
う
わ
ぐ
す
り
を
か
け
て
焼

ゆ

う

か

さ

い

成
す
る
技
法
・
釉
下
彩
を
確
立

し
た
。

　
同
展
で
は
、
十
九
世
紀
末
か

ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
欧

米
で
流
行
し
た
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ

ー
の
時
代
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
か

ら
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た

美
し
く
愛
ら
し
い
釉
下
彩
の
数

々
を
紹
介
。
生
き
物
の
姿
を
か

た
ど
っ
た
「
フ
ィ
ギ
ャ
リ
ン
」

を
メ
イ
ン
に
展
示
し
、
ロ
イ
ヤ

ル
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
な
ら
で
は

の
魅
力
を
発
信
す
る
。

　
平
日
＝
午
前
十
時
―
午
後
五

時
半
、
土
日
祝
＝
午
前
十
時
―

午
後
五
時
（
入
館
は
閉
館
の
三

十
分
前
ま
で
）
。
月
曜
、
五
月

七
日
、
七
月
十
六
日
は
休
館
。

※
た
だ
し
四
月
二
十
九
日
、
五

月
六
日
、
七
月
十
五
日
、
八
月

十
二
日
の
月
曜
は
開
館
。

　
入
館
料
は
一
般
千
三
百
円
、

小
中
高
生
六
百
円
。
未
就
学
児

無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
ヤ
マ
ザ

キ
マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
＝
☎
０
５

２
（
９
３
７
）
３
７
３
７
＝

へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
同
展
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

五
組
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ

ク
展
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
十
七
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。

　
上
志
段
味
で
確
認
さ
れ
て
い

る
古
墳
の
数
は
、
名
古
屋
市
全

体
の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
六

十
六
基
。
二
〇
一
四
（
平
成
二

十
六
）
年
十
月
、
う
ち
七
基
が

「
志
段
味
古
墳
群
」
と
し
て
国

史
跡
に
指
定
。
以
降
、
市
教
育

委
員
会
文
化
財
保
護
室
が
「
歴

史
の
里
し
だ
み
古
墳
群
」
の
名

称
で
、
保
存
・
活
用
す
る
た
め

の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
中
核
的
施
設
の
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ

Ａ
Ｍ
Ｕ
」
に
は
、
志
段
味
古
墳

群
の
出
土
品
や
古
墳
時
代
の
も

の
づ
く
り
が
分
か
る
情
報
を
展

は

に

わ

示
。
復
元
さ
れ
た
埴
輪
や
古
墳

の
模
型
な
ど
一
部
は
手
で
触
れ

ら
れ
る
ほ
か
、
古
代
衣
装
を
身

に
着
け
て
記
念
撮
影
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
歴
史
好
き
向
け
の
講

演
会
を
は
じ
め
、
埴
輪
作
り
や

組
み
ひ
も
作
り
と
い
っ
た
古
代

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
日
替
わ
り

で
開
催
。
古
墳
に
ち
な
ん
だ
積

み
木
や
絵
本
で
小
さ
な
子
ど
も

が
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
買
え
る
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
館

内
に
並
び
、
見
る
・
触
れ
る
・

体
験
す
る
…

で
古
代
を
身

近
に
感
じ
て

ほ
し
い
と
す

る
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
さ

れ
て
い
る
。

　
　
◇

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｕ
」

の
基
本
情
報

は

次

の

通

り
。

　
▽
所
在
地

＝
上
志
段
味

前
山
一
三
六

七
▽
延
べ
床

面
積
＝
千
五

百
六
十
平
方

㍍
（
鉄
骨
造

り
二
階
建
て
）
▽
居
室

＝
展
示
室
、
体
験
活
動

室
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
▽
料
金
＝
入
館

無
料
、
展
示
室
入
場
料

は
二
百
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）
▽
駐
車
場
＝

普
通
車
百
一
台
分
ほ
か

（
イ
ベ
ン
ト
時
の
み
有

料
・
三
百
円
）
▽
営
業

時
間
＝
午
前
九
時
―
午

後
五
時
（
展
示
室
へ
の

最
終
入
室
は
午
後
四
時

半
）
▽
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）
、

年
末
年
始
▽
電
話
番
号
＝
０
５

２
（
７
３
９
）
０
５
２
０

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
本
号
で
ご
紹
介
で
き
な
か
っ

た
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｕ
」
の
展

示
物
や
コ
ー
ナ
ー
な
ど
〝
見
ど

こ
ろ
〟
の
写
真
は
次
号
（
四
月

二
十
七
日
付
）
に
分
け
て
掲
載

い
た
し
ま
す
。

　
守
山
警
察
署
（
里
見
勝
之
署

長
）
＝
脇
田
町
＝
講
堂
で
先
月

六
日
、
管
内
の
中
学
・
高
校
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
「
２
０
０

日
間
自
転
車
無
事
故
無
違
反
ラ

リ
ー
」
達
成
校
へ
の
表
彰
式
が

催
さ
れ
た
。

　
同
ラ
リ
ー
は
自
転
車
の
安
全

利
用
意
識
を
高
め
、
学
校
全
体

で
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
。
期
間

は
昨
年
六
月
四
日
か
ら
十
二
月

二
十
日
ま
で
。
踏
切
一
時
不
停

止
や
信
号
無
視
な
ど
違
反
者
、

事
故
で
過
失
の
重
い
「
第
１
当

事
者
」
と
し
て
警
察
が
認
知
す

る
生
徒
が
い
な
か
っ
た
十
校
が

達
成
校
に
な
っ
た
。

　
表
彰
式
に
は
、
生
徒
代
表
と

先
生
ら
二
十
二
人
が
出
席
。
里

見
署
長
が
各
校
へ
表
彰
状
を
手

渡
し
た
ほ
か
、
「
引
き
続
き
交

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　
達
成
校
の
一
つ
、
大
森
中
学

校
の
生
徒
会
長
を
務
め
る
酒
井

健
太
郎
君
（
二
年
）
は
「
次
も

達
成
し
た
い
。
み
ん
な
で
意
識

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
全
校
集

会
な
ど
で
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。
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